
「
豐
の
國
と
古
典
・
文
語
～
廣
瀬
淡
窗
を
中
心
と
し
て

と
よ

「
文
語
の
苑
」
は
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日
、
大
分
縣

大
分
市
大
分
縣
立
圖
書
館
に
於
て
、
大
分
縣
敎
育
委
員
會
と

共
催
し
、
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
實
施
、
土
屋
、
兒
玉
の
兩

理
事
及
び
小
生
が
出
席
せ
る
と
こ
ろ
、
概
要
次
の
通
り
（
加

藤
記
）。

一

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
豐
の
國
と
古
典
・
文
語
～
廣
瀬
淡
窗

を
中
心
と
し
て
～
」
の
日
時
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
、
以
下
の
通

り
。日

時
・
場
所

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
日
（
日
）
午
後

一
～
四
時
、
大
分
縣
立
圖
書
館
視
聽
覺
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

主
催
者
挨
拶

小
矢
文
則
大
分
縣
立
圖
書
館
長

佐
藤
樹
一
郎
大
分
市
長

小
生

講
演
第
一
部

土
屋
博
「
文
語
の
苑
」
理
事

『
咸
宜
園
等
の
私
塾
の
活
動
を
支
へ
た
文
語
』

講
演
第
二
部

後
藤
宗
俊
別
府
大
學
名
譽
敎
授
・
咸
宜
園
敎
育

研
究
セ
ン
タ
ー
名
譽
館
長

『
廣
瀬
淡
窗
―
そ
の
「
人
」
と
詩
文
―
』

劍
詩
吟
詠小

天
眞
道
流
劍
舞
道
の
皆
さ
ん

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
古
典
・
文
語
と
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
生
き
る

人
々
」

一 一

大
分
縣
文
語
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

加
藤
淳
平

か
と
う
じ
ゆ
ん
ぺ
い
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パ
ネ
リ
ス
ト

講
演
者
二
人

淺
野
則
子
別
府
大
學
大
學
院
文
學
研
究
課
長

鳥
井
裕
美
子
大
分
大
學
敎
育
學
部
敎
授

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

佐
藤
晃
洋
大
分
縣
敎
育
廳
文
化
課
長

二

最
初
の
主
催
者
挨
拶
の
際
、
小
矢
圖
書
館
長
お
よ
び
佐

藤
大
分
市
長
の
御
挨
拶
の
後
、
小
生
よ
り
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、「
文
語
の
苑
」
理
事
長
愛
甲
次
郎
の
、
廣
瀬
淡
窗
の
ご

子
孫
た
る
廣
瀬
大
分
縣
知
事
と
同
じ
き
經
濟
産
業
省
出
身
な

る
ご
縁
よ
り
、
開
催
の
運
び
と
な
り
た
れ
ば
、
本
來
愛
甲
理

事
長
が
挨
拶
す
べ
き
も
、
體
調
不
良
な
る
た
め
代
理
と
し
て

參
上
せ
る
由
を
前
置
き
の
上
、「
文
語
の
苑
」
成
立
の
經
緯
と

目
的
、
事
業
の
概
略
、
成
立
當
初
の
指
導
者
た
り
し
岡
崎
久

彦
大
使
を
記
念
す
る
「
岡
崎
久
彦
文
語
賞
」、
現
代
の
國
語
の

問
題
と
文
語
學
習
の
意
義
等
に
つ
き
説
明
す
。

三

次
い
で
講
演
第
一
部
に
入
り
、
土
屋
理
事
よ
り
、
『
咸

宜
園
等
の
私
塾
の
活
動
を
支
へ
た
文
語
』
と
題
し
、
ま
ず
文

語
の
雰
圍
氣
に
浸
る
と
て
、
廣
瀬
淡
窗
以
下
の
先
人
が
塾
の

敎
育
の
精
髓
を
述
べ
た
る
言
葉
を
讀
み
、
然
る
後
に
文
語
の

特
徴
・
重
要
性
、
江
戸
時
代
の
私
塾
の
位
置
づ
け
、
森
鴎
外
・

夏
目
漱
石
、
湯
川
秀
樹
、
福
澤
諭
吉
等
の
受
け
た
る
敎
育
の

中
身
、
私
塾
の
敎
材
（
四
書
五
經
・
國
史
略
等
）と
敎
授
法
、
廣

瀬
淡
窗
の
咸
宜
園
の
敎
育
に
つ
き
説
明
せ
り
。
之
に
續
く
講

演
第
二
部
と
て
、
後
藤
宗
俊
咸
宜
園
敎
育
研
究
セ
ン
タ
ー
名

譽
館
長
、『
廣
瀬
淡
窗
－
そ
の
「
人
」
と
詩
文
－
』
の
表
題
の

も
と
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
田
沼
時
代
、
幕
府
の
天
領
に
て
、

西
國
筋
郡
代
役
所
の
所
在
地
な
り
し
大
分
縣
日
田
の
商
家
に
、

生
を
享
け
た
る
廣
瀬
淡
窗
が
生
ひ
立
ち
と
人
と
な
り
、
家
督

と
家
業
を
弟
久
兵
衞
に
譲
り
た
る
後
、
儒
者
と
し
て
立
ち
て

私
塾
咸
宜
園
を
創
設
、
弟
旭
莊
と
協
力
し
つ
つ
、
咸
宜
園
の

名
聲
を
全
國
に
廣
め
、
幕
末
安
政
年
間
に
歿
す
る
に
至
る
一

二 二
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生
、
月
旦
評
等
に
表
せ
ら
る
る
咸
宜
園
の
敎
育
の
特
徴
等
を

講
義
す
。

四

須
臾
の
休
憩
の
後
、
小
天
眞
道
流
劍
舞
道
を
學
ぶ
生

徒
・
兒
童
等
、
見
事
な
る
劍
舞
・
吟
詠
を
披
露
し
、
會
衆
一

同
、
讃
嘆
の
念
を
以
て
視
聽
せ
る
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
て
、

講
演
者
二
人
と
共
に
、
淺
野
則
子
別
府
大
學
大
學
院
文
學
研

究
科
長
及
び
鳥
井
裕
美
子
大
分
大
學
敎
育
學
部
敎
授
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
て
佐
藤
晃
洋
大
分
縣
敎
育
廳
文
化
課
長
、

そ
れ
ぞ
れ
登
壇
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
司
會
の
下
に
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
進
め
り
。
鳥
井
敎
授
よ
り
、

廣
瀬
淡
窗
と
咸
宜
園
の
時
代
の
日
本
を
め
ぐ
る
世
界
の
情
勢
、

淺
野
科
長
よ
り
、
日
本
の
古
典
文
化
傳
統
を
現
代
に
活
か
し

む
る
意
義
を
述
べ
、
ま
た
土
屋
理
事
は
、
塾
の
敎
育
に
於
け

る
文
語
古
典
の
音
讀
・
素
讀
・
熟
讀
に
よ
る
複
眼
的
思
考
の

會
得
の
意
義
を
指
摘
し
、
後
藤
名
譽
館
長
は
、
生
涯
日
田
に

住
み
、
下
關
以
遠
の
地
は
踏
ま
ざ
り
し
淡
窗
の
、
究
極
の

ロ
ー
カ
ル
な
が
ら
地
域
性
を
超
え
て
普
遍
性
を
自
得
せ
る
を

強
調
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
聽
衆
に
、
淡
窗
が
一
族
の

廣
瀬
家
出
身
の
廣
瀬
大
分
縣
知
事
の
御
出
席
を
得
た
れ
ば
、

最
後
に
同
知
事
の
、
「
現
代
の
變
轉
窮
ま
り
な
き
世
界
の
動

向
に
對
處
せ
ん
に
は
、
表
面
的
事
象
を
追
ふ
に
あ
ら
ず
、
各

人
が
自
ら
の
文
化
的
根
源
へ
の
省
察
を
深
化
せ
し
め
、
そ
の

根
底
に
存
す
る
世
界
性
を
探
求
す
る
こ
そ
、
捷
徑
な
れ
」
の

言
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
自
づ
か
ら
な
る
結
論
と

な
れ
り
。

五

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
愛
甲
理
事
長
の
、
同
じ
く
經
濟
産

業
省
出
身
の
大
分
縣
廣
瀬
知
事
、
廣
瀬
淡
窗
の
一
族
出
身
な

る
に
着
目
し
、
愛
甲
理
事
長
よ
り
廣
瀬
知
事
に
、
文
語
に
關

は
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
を
打
診
せ
る
に
よ
り
具
體
化
し
た

る
經
緯
あ
り
。
斯
か
る
御
出
身
な
れ
ば
、
廣
瀬
知
事
、
文
事

に
深
き
關
心
を
有
せ
ら
る
る
は
む
べ
な
る
の
み
な
ら
ず
、
大

三 三

Title:12号加藤.eca Page:3 Date: 2020/02/16 Sun 09:51:52



分
縣
自
體
、
亦
、
廣
瀬
淡
窗
、
三
浦
梅
園
、
帆
足
萬
里
、
福

澤
諭
吉
等
の
先
哲
を
生
み
出
し
た
る
を
誇
り
と
す
る
土
地
柄

に
し
て
、
江
戸
時
代
以
來
の
文
化
傳
統
、
今
も
脈
々
と
承
繼

せ
ら
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
か
な
り
廣
き
會
場
を
、
ほ
ぼ

埋
め
盡
し
た
る
二
百
名
近
き
聽
衆
、
熱
心
に
講
演
・
討
議
に

聽
き
入
る
は
、
如
實
に
そ
を
示
す
も
の
な
ら
ず
や
。
東
都
に

住
み
、
西
洋
化
・
國
際
化
せ
る
文
化
に
馴
染
み
つ
つ
、
國
籍

不
明
の
低
俗
文
化
の
氾
濫
に
眉
を
顰
む
る
こ
と
多
き
我
等
、

大
分
縣
民
の
文
語
と
文
化
傳
統
へ
の
關
心
の
、
斯
く
深
き
に

感
動
す
。
豐
か
な
る
文
化
傳
統
と
、
文
事
に
理
解
あ
る
知
事

を
頂
く
大
分
縣
は
、
全
國
的
に
見
て
例
外
な
ら
ん
。
さ
れ
ど

平
素
「
文
語
の
苑
」
の
文
語
普
及
運
動
に
努
む
る
も
、
滔
々

た
る
時
勢
の
勢
ひ
の
前
に
、
所
詮
そ
は
、
蟷
螂
の
斧
に
過
ぎ

ざ
ら
む
と
無
力
を
か
こ
つ
我
等
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
盛
況

に
、
大
い
な
る
鼓
舞
を
得
た
り
。

四 四
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